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近年発生している地震の巨大化に伴い，鉄筋コンクリート橋脚に要求される耐震性能の向上が求められてい
る。著者らは I形鋼にスタッドを配置した鋼材を用いた橋脚構造を提案しており，交番載荷実験によりその耐震性
能を確認している。一方で，実験時に鋼材やスタッドの塑性化やコンクリートの損傷状況を十分に確認ができな
かったため， FEM解析により確認を行った。解析結果から，鋼材の塑性化範囲やコンクリートの損傷範囲は，鉄
筋コンクリート橋脚において算出した塑性ヒンジ長と概ね同程度であり，提案構造は鉄筋コンクリートと同様に
耐震性に優れていることが確認できた。


